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教科・領域等 〔特別支援教育〕 

(４) インクルーシブな教育  

 

 

 

 

 

 

実践学校 Ｅ小学校 

実践学年 全学年（対象学年２学年） 

実践時期 ４月から 

 

○ 困難の背景を予測 

Ｅ小学校では，授業や

活動への参加や取組が

難しい児童の困難さの

背景にあるものとして、

大きく次の２つが考え

られるのではないかと

予想を立てました。 

 

 

 

〇 予想を基に個別の支援内容を計画 

この予想を基に対象児を見ると、この児童は、そもそも学習や活動への参加に困難

を感じていることがわかりました。そこで，図１をもとに、授業でどのような支援が

できるかについて考えました。 

  対象児の日常の姿から視覚情報が優位であることが分かってきました。そこで，担

任と音楽専科の先生は，音楽の授業で，拍のまとまりやリズム，強弱などを意識して

☞こんな実践 

通常の学級で，授業や活動への参加や取組に困難な子供はいませんか。その子の

困難さの背景にはどのようなことが考えられるか予想し，それらに対する手立てを

整理して，個別の支援とともに学級全体への有効な支援を追究している実践です。              

Ａ：学習や活動に取り組

むが課題を解決する

ことが難しい 

Ｂ：学習や活動への参加

が難しい 

図１ 対象児の個別の支援計画 
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とれるよう，色のついた紙コップを（赤，緑，緑）提示し，手元で扱えるようモデル

も用意して，対象児が一人でできる状況づくりをしました。 

 

〇 個別の支援を  

学級全体への

支援へ 

さらに，対象

児への支援が，

どの子にとっても有効と考え，モデルを

複数用意しました。また，グループ学習

で，互いに確認し合えるようにブースを

複数設けて取り組めるようにしました。 

対象児を含め，拍

のまとまりを捉え，

いろいろな楽器を

使ってリズムや強

弱を確認し合い，共

に学ぶ場がありま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別支援教育学習指導要領 
サポートブック 

インクルーシブな
教育については… 

ここがポイント！ 

日常の姿から児童の得意な学び方を捉えて支援をしました。音の強弱や拍の

まとまりといった見えないものを視覚化することで，対象児が迷わず授業に

参加でき，学級全体も同様の支援でねらいを達成することができました。さ

らに，グループ学習を仕組み，共に学べる状況づくりをしました。 

☞まとめ 

・困っている児童を窓口として，その児童の困難さの背景の予想，日常の姿から得

意な学び方を捉えて支援することなどをチームで行うことが大切です。支援につ

いて一人で悩まず，アイディアも広がり，他学級でも応用できます。 

・個別支援が学級全体でも有効かどうか，学級の実態に応じて取り入れる機会をも

つとよいでしょう。支援が適切かどうか，取組の様子やねらいの達成の見とどけ

を基に振り返りをするとよいでしょう。 


